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朝
鮮
と
『
皇
明
太
学
志
』
は
じ
め
に
『
皐
明
太
学
志
』
は
、
明
の
郭
墾
等
の
編
纂
に
よ
っ
て
嘉
靖
三
十
六
年
に
成
立
し
た
、
十
二
巻
本
の
明
代
北
京
国
子
監
に
つ
い
て
の
根
本
史
料
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
北
京
の
学
苑
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
首
都
図
書
館
編
輯
『
太
学
文
献
大
成
』
の
五
!
七
巻
に
影
印
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
国
内
で
も
比
較
的
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
印
刷
が
不
鮮
明
で
、
文
字
が
判
読
で
き
な
い
部
分
や
不
自
然
に
文
字
が
消
え
て
い
る
部
分
な
ど
が
あ
り
、
利
用
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
た
と
え
ば
渡
昌
弘
氏
は
、
『
商
務
志
』
等
を
参
照
に
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
。
印
刷
の
問
題
に
加
え
て
、
『
太
学
文
献
大
成
』
版
『
皇
明
太
学
志
』
(
以
下
、
「
太
学
文
献
大
成
本
」
)
に
は
編
集
過
程
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
編
者
の
序
文
に
よ
る
と
、
一
克
と
な
っ
た
刊
本
が
残
巻
で
あ
っ
た
た
め
北
京
図
書
館
(
現
中
国
国
家
図
書
館
。
以
下
「
中
国
国
家
図
木
干す
可
奈
子
書
館
」
)
お
よ
び
清
華
大
学
の
所
蔵
本
を
以
っ
て
校
正
し
て
補
っ
た
が
、
依
然
欠
け
た
ペ
l
ジ
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
と
な
っ
た
刊
本
が
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
刊
本
な
の
か
は
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
上
、
ど
の
ベ
l
ジ
が
補
わ
れ
た
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
も
記
載
が
無
い
。
さ
ら
に
、
誤
っ
た
ペ
1
ジ
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
り
、
ペ
ー
ジ
が
欠
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
注
記
し
て
い
な
い
部
分
も
存
在
す
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
元
と
な
っ
た
刊
本
と
中
国
国
家
図
書
館
、
及
び
清
華
大
学
の
刊
本
は
異
な
っ
た
年
代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
『
皐
明
太
学
志
』
は
中
国
圏
内
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
政
府
官
庁
図
書
を
多
く
所
蔵
す
る
ソ
ウ
ル
大
学
套
章
閣
に
も
欠
本
な
が
ら
現
存
し
て
い
る
。
今
回
筆
者
は
、
杢
章
閤
本
『
皇
明
太
学
士
山
』
(
以
下
、
「
套
章
閣
本
」
)
を
実
見
し
て
調
査
す
る
機
会
を
得
目
。
蛮
章
閣
に
現
存
し
て
い
る
の
は
巻
一
、
巻
三
、
巻
四
、
巻
九
、
巻
十
一
の
み
で
あ
る
が
、
保
存
状
態
が
非
常
に
良
好
で
印
刷
も
鮮
明
で
あ
り
、
ペ
ー
ジ
の
欠
落
も
認
め
ら
れ
な
い
。
す
で
に
渡
氏
は
套
章
閣
本
を
用
い
て
太
学
文
献
大
成
本
の
補
訂
を
行
っ
て
い
る
が
、
補
訂
に
用
い
た
套
章
閤
本
自
体
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
一
切
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。
数
々
の
問
題
が
あ
る
太
学
文
献
大
成
本
よ
り
、
欠
本
な
が
ら
も
ベ
l
ジ
が
揃
っ
て
い
る
窒
章
閤
本
の
方
が
史
料
的
価
値
が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
套
章
関
本
の
成
立
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
『
皇
明
太
学
志
』
を
用
い
た
因
子
監
研
究
の
進
展
に
禅
益
す
る
こ
と
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
第
一
章
で
は
、
套
章
閤
本
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
成
立
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
い
で
第
二
章
で
は
、
国
子
監
研
究
の
上
で
注
目
さ
れ
る
『
皇
明
太
学
志
』
だ
が
、
套
章
関
本
の
朝
鮮
へ
の
伝
来
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
書
物
が
朝
鮮
史
の
上
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
を
考
え
た
い
。
村木剖
I
歪
章
閣
本
『
皇
明
太
学
士
山
』
の
刊
本
年
代
比
定
学駄
1
・
室
章
間
以
外
に
現
存
す
る
『
皇
明
太
学
志
』
皇と
套
章
閤
本
の
年
代
を
特
定
す
る
前
に
、
ま
ず
現
存
す
る
『
皐
明
太
一
明
学
志
」
の
刊
本
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
限
3
り
、
以
下
に
記
す
【
A
}
j
【
E
】
の
五
種
の
刊
本
が
存
在
す
る
。
3
 
-
中
国
に
現
存
す
る
『
皇
明
太
学
志
』
は
、
中
国
国
家
図
書
館
、
清
華
大
学
図
書
館
、
南
京
大
学
図
書
館
蔵
の
{
A
】
嘉
靖
=
干
六
年
因
子
監
刻
隆
慶
・
万
暦
逓
修
本
(
十
行
二
十
一
字
)
と
、
南
京
図
書
館
蔵
の
【
B
】
嘉
靖
三
十
六
年
因
子
監
刻
隆
慶
・
万
暦
逓
修
本
清
丁
丙
政
(
九
行
三
十
二
子
)
で
あ
る
。
太
学
文
献
大
成
本
の
校
補
に
用
い
ら
れ
た
の
は
中
国
国
家
図
書
館
、
及
び
清
華
大
学
図
書
館
の
刊
本
で
あ
る
の
で
、
【
A
】
の
隆
慶
・
万
暦
逓
修
本
で
あ
る
。
ま
た
、
校
補
し
て
も
欠
け
た
ベ
l
ジ
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
中
国
国
家
図
書
館
本
お
よ
び
清
華
大
学
図
書
館
本
も
完
本
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
{
A
】、【
B
]
以
外
に
も
、
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
【
C
】
嘉
靖
三
十
六
年
原
刊
崇
禎
閑
増
刊
柄
、
【
D
】
嘉
靖
三
十
六
年
原
刊
明
末
迄
清
順
治
問
増
刊
本
(
十
行
三
十
一
郭
)
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
談
会
図
書
館
に
も
{
E
】
嘉
靖
間
刻
本
(
十
行
二
十
字
)
が
存
在
す
る
。
「
嘉
靖
問
刻
本
」
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
主
重
民
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
万
暦
九
年
の
記
事
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
万
暦
間
増
刊
本
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
、
つ
。
渡
氏
は
、
太
学
文
献
大
成
本
に
隆
慶
・
万
暦
崇
領
・
順
治
の
年
号
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
靖
年
間
の
原
刻
本
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
刻
字
を
套
章
関
本
と
比
べ
、
共
通
す
る
部
分
の
字
形
は
同
じ
で
、
異
体
字
へ
の
置
き
換
え
す
ら
な
い
一
方
、
増
補
部
分
は
明
ら
か
に
字
体
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太
学
文
献
大
成
本
は
嘉
靖
年
間
の
刻
本
に
加
刻
し
た
も
の
だ
が
、
葉
数
を
一
つ
ず
つ
ず
ら
す
よ
う
に
、
出
来
る
だ
け
安
易
な
形
で
編
集
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
話
。
筆
者
も
渡
氏
の
こ
の
意
見
に
同
意
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
渡
氏
は
、
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、
順
治
の
年
号
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
と
な
っ
た
の
は
[B}
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
話
。
だ
が
、
目
録
に
は
あ
く
ま
で
「
隆
慶
、
万
暦
逓
修
〆
本
」
と
記
載
さ
れ
て
あ
り
、
丁
丙
の
肢
が
あ
る
も
の
の
、
清
初
の
刻
本
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
【
B
]
の
行
格
は
九
行
二
十
一
字
で
あ
り
、
十
行
二
十
一
字
で
あ
る
太
学
文
献
大
成
本
の
行
格
と
は
合
わ
な
い
た
め
、
【
B
]
が
用
い
ら
れ
た
と
は
考
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表1
巻ー 隆康=年
巻ー 万暦四年
巻コ 隆慶百年
巻四 嘉靖七年
巻五 隆慶:n;年
巻六 万暦五年
巻七 隆慶四年
巻八 嘉靖ニ十六年
巻九 隆康五年
巻十 嘉靖十六年/隆鹿五年*
巻十一 順治百年
巻十一 万暦九年
本五十六業基の「皇明太学志巻之十」という尾題の
後ろに、さらに 11頁が五十七葉~六十七業として加
えられている。異なる刊本が付け加えられている可
能性が高いので、尾題の前後で分けて記載した。
え
ら
れ
な
い
。
太
学
文
献
大
成
本
の
各
巻
の
中
で
最
も
古
い
年
の
記
述
を
調
べ
る
と
、
表
ー
の
よ
う
に
巻
十
一
以
外
に
は
、
順
治
の
年
号
は
見
ら
れ
な
い
。
巻
十
一
の
み
突
出
し
て
新
し
い
時
代
ま
で
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
、
①
太
学
文
献
大
成
本
の
刊
本
自
体
は
順
治
以
降
の
刊
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
順
治
以
降
の
刊
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
巻
十
一
の
職
官
題
名
の
部
分
の
み
新
た
に
加
刻
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
万
暦
の
刊
本
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
②
太
学
文
献
大
成
本
を
編
集
す
る
際
、
巻
十
一
の
み
順
治
以
降
の
刊
本
を
用
い
て
補
わ
れ
て
い
る
、
の
二
つ
で
あ
る
。
順
治
以
降
の
刊
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
【
D
】
刊
本
で
あ
る
。
現
物
を
実
見
し
て
い
な
い
た
め
推
測
し
か
で
き
な
い
も
の
の
、
太
学
文
献
大
成
に
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
2
査
章
閣
本
『
皇
明
太
学
志
』
套
章
関
本
は
十
三
巻
中
五
巻
が
現
存
し
て
お
り
、
巻
三
と
巻
凹
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
計
四
冊
と
な
っ
て
い
る
。
各
巻
の
第
一
葉
表
に
は
「
弘
文
館
」
、
「
摘
文
院
」
、
「
帝
室
園
書
之
章
」
、
「
朝
鮮
総
督
府
固
書
之
印
」
、
「
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
」
の
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
行
格
は
十
行
二
十
一
字
、
四
周
双
辺
、
魚
尾
は
上
魚
尾
の
み
で
あ
る
。
版
窒章悶本
巻ー 88葉
巻ニ 40葉
巻四 20葉
巻九 51葉
巻十一 91紫
表 3 太学文献大成本
巻ー 90紫
巻ニ 43紫
巻四 20葉
巻九 61葉
巻十一 133葉
表 2心
上
部
に
は
「
太
皐
志
」
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
葉
数
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
太
学
文
献
大
成
本
の
葉
数
は
、
版
心
の
頁
番
号
が
不
鮮
明
で
解
読
で
き
な
い
部
分
が
多
い
上
、
欠
け
て
い
る
ベ
l
ジ
も
あ
る
た
め
正
確
な
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
筆
者
が
欠
け
た
と
分
か
る
べ
l
ジ
を
含
め
て
数
え
た
と
こ
ろ
表
3
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
葉
数
の
違
い
か
ら
、
相
明
ら
か
に
異
な
る
刊
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
巻
の
内
容
に
つ
休
い
て
は
、
表
4
の
目
録
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
套
章
閤
本
に
は
嘘
太
学
文
献
大
成
本
に
は
無
い
、
修
士
山
職
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
『
皐
太
明
太
学
志
』
の
成
立
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
表
5
に
ま
田川皇
と
め
た
。
と
套
章
閤
本
と
太
学
文
献
大
成
本
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
渡
氏
が
す
鵬
で
に
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
見
落
と
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
5
行
論
の
都
合
上
細
か
い
相
違
点
に
は
触
れ
な
い
が
、
利
用
に
は
注
意
3
 
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
3
.
歪
章
閤
本
の
成
立
時
期
刊
本
の
年
代
を
調
べ
る
上
で
重
要
に
な
る
の
は
序
文
で
あ
る
が
、
室
章
閣
本
や
そ
れ
以
外
の
刊
本
に
も
、
郭
撃
に
よ
る
嘉
靖
三
十
六
年
五
月
の
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
原
刊
は
嘉
靖
三
十
六
年
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
渡
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
太
学
文
献
大
成
本
に
は
隆
慶
、
万
暦
、
崇
禎
、
順
治
の
年
号
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
室
章
閤
本
を
見
る
と
、
嘉
靖
以
降
の
年
号
は
見
ら
れ
な
い
。
年
代
を
比
定
す
る
う
え
で
重
要
に
な
る
の
は
、
巻
十
一
に
収
録
さ
れ
た
、
国
子
監
の
官
職
の
歴
代
就
任
者
を
記
す
職
官
題
名
で
あ
る
。
太
学
文
献
大
成
本
と
套
章
閣
本
の
相
違
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
太
学
文
献
大
成
本
で
は
順
治
年
間
の
人
物
に
つ
い
て
も
記
述
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
套
章
関
本
の
各
僚
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
の
就
任
時
期
を
ま
と
め
る
と
、
表
6
の
よ
う
に
な
る
。
最
も
新
し
い
年
の
記
述
は
、
祭
酒
、
司
業
、
助
教
、
学
録
、
典
簿
の
僚
に
見
ら
れ
る
嘉
靖
三
十
九
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
刊
本
の
成
立
は
嘉
靖
三
十
九
年
を
遡
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
高
挟
と
張
居
正
の
就
任
時
期
を
調
べ
る
と
、
高
挟
が
祭
酒
で
あ
っ
た
の
は
嘉
靖
三
十
九
年
三
月
か
ら
四
十
一
年
正
月
ま
で
で
あ
り
、
張
居
正
が
司
業
で
あ
っ
た
の
は
三
十
九
年
五
月
か
ら
四
十
一
年
八
月
で
あ
る
た
め
、
刊
本
の
成
立
は
嘉
靖
三
十
九
年
五
月
か
ら
四
十
一
年
正
月
の
間
表
4 
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品
官
子
弟
巻
之
二
典
制
下
経
籍
板
刻
倉
庫
康
棋
聖
旦
銭
紗
官
吏
俸
給
柴
薪
宜
堕
師
生
麗
僕
月
糧
月
米
冬
夏
衣
燈
抽
課
紙
賜
与
優
復
昌
薬
師
典
器
用
徒
役
吏
書
廟
戸
皐
隷
斗
給
庫
子
膳
去
工
匠
内
外
塾
舎
射
岡
園
地
朝
房
印
信
文
啓
刷
巻
紙
笥
官
吏
給
由
巻
之
三
謀
訓
上
勅
諭
且
ナ
規
詰
勅
宮
歳
史
雇
記
注
巻
之
四
謀
訓
下
策
問
敬
一
銭
敬
一
亭
固
五
歳
註
巻
之
五
種
築
上
臨
幸
歴
朝
儀
注
春
秋
得
奨
祭
ロ
問
古
祭
器
園
今
器
量
陳
設
国
儀
注
祭
服
薬
章
祭
器
園
祭
舞
圃
啓
聖
公
洞
儀
頒
昨
穂
莱
行
香
詩
廟
杷
土
神
歳
暮
各
記
巻
之
六
謹
架
下
朝
賀
謝
恩
頒
暦
進
春
頒
詔
停
制
開
誤
射
誼
射
器
圃
襲
封
街
聖
公
謁
廟
儀
進
士
樟
菜
巾
服
題
名
巻
之
七
政
事
上
升
監
曾
講
復
講
作
謀
背
書
朔
望
儀
行
慶
上
官
勲
戚
入
皐
諸
生
入
串
膏
宿
俵
傘
謹
生
，
腐
儀
諸
生
相
謁
，
援
誕
傘
接
競
舎
.
世
量
給
監
規
事
験
引
事
書
程
傘
講
章
課
倣
給
僕
.
晴
恒
省
親
依
親
.
侍
聾
，
撒
取
，
畢
姻
送
子
丁
憂
傘
改
監
.
定
限
*
水
程
傘
免
班
e
講
捧
六
堂
講
習
*
五
経
緊
講
.
謹
.
詩
.
築
$
致
事
考
校
科
畢
懲
戒
差
遣
長
差
，
短
差
，
歴
事
正
歴
，
薙
歴
事
援
歴
e
上
序
*
査
笥
差
歴
惜
考
，
就
教
牟
巻
之
八
政
事
下
分
守
兼
理
稽
験
簿
籍
*
文
案
.
軍
票
$
{
呂
瞬
始
末
墜
戒
傘
巻
之
九
論
議
上
正
廟
租
簡
師
儒
庚
生
徒
増
載
籍
掌
申
恵
養
‘
巻
之
十
論
議
下
清
資
途
汰
衰
庸
草
歎
弊
明
岬
典
酌
差
歴
巻
之
十
一
人
材
上
名
徳
筒
遇
優
恒
陸
連
考
選
職
官
題
名
巻
之
十
三
人
材
下
電
春
瓢
除
科
名
歳
報
(
太
学
士
献
大
成
本
で
は
目
録
の
一
部
が
央
わ
れ
て
お
り
、
各
巻
町
内
容
か
ら
目
録
を
誼
元
し
て
い
る
た
め
、
査
牽
閣
本
と
異
同
が
あ
る
。
J
か
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
太
学
文
献
大
成
本
の
目
録
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
異
な
る
項
目
。
)
特畢
蔭 制
記
先
師
先
師
廟
聞
廟
制
把
典
啓
聖
公
調
園
調
制
記
奥
四
夷
入
事
勲
戚
習
讃
歳
貫
生
畢
人
援
例
生
生
員
巾
阪
宙
開
表 5
提調官 祭酒郭盤
総裁官 司業主材
分纂抱校刻官 助教沈棟
分纂官
博助学士教正録楊影孫劉大子汝尚充、 李司鋲慶賢 張王束宗期徐、陳寵
劉平
校対官
監助丞教李禁莫潤華遺魯宗、 王陳英嘉選
学正 賢、 士、江梅
JIR掌巻籍官 典籍察天賜
に
限
定
さ
れ
る
。
相
さ
ら
に
、
正
確
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
編
纂
ゃ
に
か
か
わ
っ
た
人
物
の
記
述
#
套
章
関
本
の
職
官
題
名
に
て
調
べ
る
鴇
と
、
表
7
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
編
纂
時
以
降
の
官
歴
に
つ
い
は
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
郭
墾
、
王
材
、
李
華
魯
、
陳
英
選
の
4
人
で
阻
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
官
歴
を
調
べ
る
と
、
郭
墾
は
嘉
靖
=
一
十
六
年
六
と
月
に
因
子
祭
酒
か
ら
南
京
工
部
右
侍
郎
と
な
り
、
コ
一
十
七
年
六
月
に
鵬
死
去
し
て
い
泊
。
「
肱
(
「
歴
」
か
)
陸
南
京
主
部
侍
郎
」
、
と
王
材
と
異
な
り
「
今
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
郭
撃
の
死
後
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
「
今
南
京
太
常
寺
少
卿
」
、
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表 6
官職 名前 就任時期についての記述
祭i酉 高扶 嘉靖三十九年以太常卿任。
司業 張居正 嘉靖ニ十九年以右中允任。
監丞 銭道 嘉靖ニ十八年任。
博士 蘇民牧 嘉靖三十八年任。
助教 有天常 嘉靖三十九年任。
学正 締儒 嘉摘=十八年任。
学録 顔膳賢 嘉靖z十九年任。
典簿 張継芳 嘉靖三十八年任。
典籍 羅折 嘉靖ニ十九年任。
掌僕* 李寅 嘉靖ニ十五年任。
*太学文献大成本には、掌傑は含まれてい
ない。
と
記
さ
れ
る
王
材
だ
が
、
南
京
大
常
寺
少
卿
と
な
っ
た
の
は
嘉
靖
三
十
六
年
四
月
で
あ
り
、
嘉
靖
四
十
年
四
月
に
は
南
京
太
常
寺
卿
と
《羽》
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
立
時
期
は
王
材
が
南
京
太
常
寺
少
卿
の
職
に
あ
っ
た
嘉
靖
四
十
年
四
月
ま
で
の
聞
に
、
さ
ら
に
絞
ら
れ
る。
李
華
魯
に
つ
い
て
は
、
南
京
戸
部
主
事
就
任
期
間
の
わ
か
る
史
料
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
陳
英
、
選
は
、
「
陸
通
判
」
と
あ
る
よ
う
に
嘉
靖
三
十
七
年
に
梧
州
通
判
と
な
っ
て
お
り
、
後
任
者
が
二
干
九
年
に
就
任
し
て
い
話
。
陳
英
選
が
三
十
九
年
の
い
つ
に
交
替
し
た
の
か
、
及
び
そ
の
後
の
官
歴
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
の
記
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* r嘉梢ご十二年」と書かれているように見えるが、
前後の人物がそれぞれ嘉婿三十一年、三十四年に助教
となっていることから、嘉jj!J三十二年の誤りであると
考えられる。
表7事
が
陳
英
選
の
離
任
以
前
に
書
か
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
通
判
と
な
っ
た
三
十
七
年
以
降
に
書
か
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
嘉
靖
=
一
十
九
年
五
月
か
ら
四
十
年
四
月
の
聞
に
成
立
し
た
と
の
推
定
に
、
矛
盾
は
な
い
。
こ
の
他
に
成
立
時
期
を
さ
ら
に
絞
り
込
む
手
掛
か
り
は
、
「
ム
こ
の
官
職
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
、
表
8
に
ま
と
め
た
人
物
遠
の
官
歴
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
就
任
時
期
を
調
べ
る
と
、
李
磯
が
吏
部
右
侍
郎
兼
翰
林
院
侍
講
学
士
掌
鴛
府
事
で
あ
っ
た
の
は
、
嘉
靖
三
十
九
年
八
月
ま
で
で
あ
将
。
ま
た
予
蓋
が
南
京
吏
部
右
侍
郎
で
あ
っ
た
の
は
、
嘉
靖
=
一
十
五
年
九
月
か
Anv 
ら
四
十
二
年
四
月
の
間
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
成
立
は
嘉
靖
三
十
九
年
五
月
か
ら
=
一
十
九
年
八
月
の
聞
に
絞
り
込
め
よ
う
。
趨
貞
吉
の
場
合
、
南
京
光
禄
寺
卿
で
あ
っ
た
の
は
嘉
靖
一
ニ
十
六
年
三
月
か
ら
三
十
八
《
例
】
年
三
月
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
職
官
題
名
内
に
嘉
靖
三
十
九
年
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
越
貞
吉
が
南
京
光
禄
寺
卿
で
あ
っ
た
聞
に
成
立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
趨
貞
吉
に
つ
い
て
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
か
、
ま
た
は
増
補
の
際
に
直
し
忘
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
考
証
か
ら
、
室
章
閣
本
の
成
立
、
さ
ら
に
厳
密
に
述
べ
る
な
ら
ば
牽
章
閤
本
に
反
映
さ
れ
て
い
る
記
事
の
内
容
は
、
嘉
靖
一
ニ
十
九
年
五
月
か
ら
三
十
九
年
八
月
の
聞
の
も
の
と
結
論
で
き
よ
う
。
以
上
よ
り
、
室
章
閣
本
が
嘉
靖
=
一
十
九
表 8
官職 名前 就任時期についての記述
祭:酉 李磯 嘉靖三十二年任。今吏部右侍郎兼翰林院侍講学士掌態府事。
祭;酉 ヲ矛蓋 嘉靖=十四年任。今南京吏部右侍郎。
司業 越貞吉 嘉靖三十九年以中允任。今甫京光禄寺卿。
年
に
成
立
し
た
刊
本
だ
と
す
る
と
、
現
存
す
る
中
で
最
古
の
刊
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
套
章
閤
本
以
外
の
刊
本
を
実
見
す
る
機
会
を
得
て
い
な
い
が
、
こ
の
刊
本
と
他
の
刊
本
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
増
補
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
太
学
文
献
大
成
本
と
比
べ
る
と
、
欠
け
て
い
る
ベ
l
ジ
が
現
存
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
特
に
職
官
題
名
に
お
い
て
太
学
文
献
大
成
本
よ
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
部
分
や
、
異
な
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。
特
に
嘉
靖
ま
で
の
歴
代
官
職
者
に
つ
い
て
調
べ
る
上
で
は
、
套
章
関
本
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
と
評
価
で
き
ト
ふ
、
A
ソ。
E 
委
章
間
本
「
皇
明
太
学
志
』
の
朝
鮮
伝
来
経
緯
山
川
前
章
で
は
、
套
章
閤
本
が
現
存
す
る
最
古
の
刊
本
で
あ
る
可
能
性
。
を
指
摘
し
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
套
章
閤
本
『
皇
明
太
学
志
』
が
ど
特
の
よ
う
な
経
緯
で
朝
鮮
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
太
察
す
る
。
醐
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
中
の
記
事
を
探
す
と
、
宣
祖
三
十
四
年
(
万
と
暦
二
十
九
年
)
五
月
己
亥
僚
に
宣
祖
が
『
大
学
志
」
の
購
入
を
命
じ
糊
た
記
事
が
見
つ
か
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
本
が
『
皇
明
太
学
志
」
却
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
購
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
I
あ
ろ
う
か
。
こ
と
の
起
こ
り
は
、
丁
酉
再
乱
を
受
け
経
理
朝
鮮
と
し
て
明
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
寓
世
徳
が
、
倭
乱
で
灰
燈
に
帰
し
た
後
に
再
建
さ
れ
た
成
均
館
の
文
廟
を
訪
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
一
二
三
巻
、
宣
祖
三
十
三
年
(
万
暦
二
十
八
年
)
『
宣
祖
実
録
』
三
月
辛
酉
候
。
成
均
館
同
知
事
鄭
畠
街
、
大
司
成
李
僻
光
啓
臼
「
今
日
高
経
理
【
世
徳
】
謁
聖
子
成
均
館
、
臣
等
以
館
官
往
候
経
理
。
入
廟
門
階
上
、
行
四
奔
穂
、
関
見
位
版
。
後
坐
明
倫
堂
醤
基
、
令
臣
等
参
見
。
臣
等
階
上
行
再
斧
、
経
理
揖
之
、
問
臣
日
「
俺
見
位
版
所
題
、
乃
宋
制
、
非
皇
明
之
制
也
。
』
臣
等
答
日
『
自
古
如
是
、
故
外
園
因
循
乃
爾
。
』
経
理
日
『
天
子
未
有
奔
王
之
穂
。
以
此
嘉
靖
年
間
改
定
、
不
書
文
宣
王
之
続
、
只
稀
至
聖
先
師
孔
子
之
位
。
爾
邦
雄
外
園
、
今
則
一
遵
華
制
、
可
改
之
。
』
臣
等
答
日
「
蒙
分
付
感
激
。
営
以
此
言
啓
知
。
』
云
。
経
理
日
『
俺
亦
首
移
苔
、
爾
可
啓
知
圏
王
。
』
云
。
」
明
は
嘉
靖
帝
の
札
制
改
草
の
-
環
と
し
て
、
孔
子
を
皇
帝
よ
り
格
が
下
る
「
王
」
に
封
じ
て
い
る
の
は
非
礼
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
A
2》
嘉
靖
九
年
に
孔
子
の
称
号
を
「
至
聖
先
師
孔
子
」
と
改
め
て
い
た
。
し
か
し
朝
鮮
で
は
依
然
孔
子
の
位
版
が
「
宋
制
」
で
あ
る
「
大
成
至
聖
文
宣
主
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
皐
明
之
制
」
で
あ
る
「
至
聖
先
姉
孔
子
」
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
寓
世
徳
は
問
題
視
し
た
の
で
あ
る
。
寓
世
徳
は
宣
祖
三
十
一
年
(
万
暦
二
十
六
年
)
に
成
均
館
を
訪
れ
た
)
際
も
、
孔
子
が
「
大
成
至
聖
文
宣
王
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
M
明
《
お
》
L
の
か
、
朝
鮮
側
に
尋
ね
て
お
り
、
そ
の
指
摘
を
受
け
て
も
改
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
官
官
文
ま
で
送
ろ
う
と
し
、
鄭
昌
街
等
に
も
宣
祖
に
上
啓
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
。
じ
か
し
な
が
ら
杏
文
は
す
ぐ
に
は
送
ら
れ
ず
、
翌
年
一
月
に
送
ら
れ
た
。
高
世
徳
の
杏
文
に
よ
る
と
、
問
題
に
さ
れ
た
の
は
孔
子
の
称
号
だ
け
で
は
な
く
、
文
廟
に
紀
ら
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
も
で
あ
っ
た
。
『
宣
祖
実
録
』
一
月
辛
丑
保
。
経
理
高
世
徳
杏
文
目
「
(
中
略
)
又
様
沈
思
賢
等
云
云
、
『
朝
鮮
文
廟
孔
子
神
位
、
皆
係
大
成
至
聖
文
官
主
字
様
。
己
経
呈
菓
外
、
査
得
図
家
有
建
啓
聖
公
洞
。
蓋
推
其
所
出
、
雨
鹿
七
十
二
賢
、
因
師
及
弟
、
把
典
斯
周
。
近
蒙
皇
上
怖
採
群
議
、
又
将
胡
・
陳
・
玉
・
醇
四
賢
、
准
令
従
仕
。
無
論
腐
圏
、
倶
宜
遵
守
。
今
査
該
園
文
廟
、
有
周
・
程
・
張
・
朱
而
無
七
十
二
賢
。
該
図
則
以
醇
聴
崖
致
逮
安
前
・
鄭
夢
周
囲
人
配
享
。
或
該
園
儒
臣
無
容
別
議
、
第
啓
聖
公
洞
興
七
十
二
賢
併
後
之
従
仕
者
、
倶
未
建
付
、
均
腐
依
典
。
伏
乞
並
沓
該
圏
、
一
健
遵
行
』
等
困
到
院
。
様
此
看
得
、
先
師
孔
子
矯
高
古
綱
常
之
宗
主
、
有
一
定
至
尊
之
名
競
典
夫
一
切
衆
賢
享
杷
大
典
。
皆
有
成
規
、
母
容
謬
易
者
。
該
園
久
習
文
風
尊
崇
先
賢
、
回
無
関
於
天
朝
、
而
其
中
有
感
改
感
増
者
、
相
感
麓
正
以
祭
杷
典
。
一
三
三
巻
、
宣
祖
三
十
四
年
(
万
暦
二
十
九
年
)
貴
園
将
此
前
項
孔
聖
名
波
及
啓
聖
公
租
典
、
七
十
二
賢
名
位
、
倶
照
天
朝
制
度
改
正
、
則
庶
把
典
隆
、
而
文
化
益
弘
失
。
」
明
で
は
嘉
靖
十
年
に
設
け
ら
れ
た
啓
聖
洞
が
朝
鮮
に
は
無
く
、
ま
た
文
廟
に
周
敦
願
・
程
願
・
程
頗
・
張
載
・
朱
慕
は
杷
ら
れ
て
い
る
が
、
両
腐
に
祭
ら
れ
る
は
ず
の
七
十
二
賢
も
把
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
加
え
最
近
明
で
は
胡
居
仁
・
陳
献
章
・
王
守
仁
・
醇
蕗
一
の
従
杷
も
許
さ
れ
て
い
槌
。
明
と
異
な
る
点
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
の
儒
者
で
あ
る
辞
職
・
崖
致
逮
・
安
荊
・
鄭
夢
周
の
四
人
を
配
享
し
て
い
た
。
以
上
の
指
摘
を
幕
下
か
ら
受
け
た
寓
世
徳
は
、
孔
子
の
称
号
、
啓
聖
洞
、
七
十
二
賢
の
配
享
に
つ
い
て
明
の
制
度
に
従
う
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
廟
制
度
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
前
向
世
徳
の
前
任
で
あ
る
楊
鏑
も
疑
問
視
し
、
脊
文
を
送
っ
た
よ
う
で
《
mM
ゑ
町
ヲ
ハ
V
。
こ
の
啓
文
に
対
し
備
建
司
は
、
記
典
に
関
わ
る
重
要
事
項
で
あ
る
た
め
軽
々
し
く
回
答
す
べ
き
で
は
な
く
、
礼
官
に
議
論
さ
せ
て
か
ら
《
同
》
回
脊
す
る
こ
と
を
上
魯
し
、
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
礼
曹
の
回
答
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
一
三
ニ
巻
、
宣
祖
=
一
十
四
年
(
万
暦
二
十
九
年
)
『
宣
祖
実
録
』
一
月
発
亥
係
。
植
樹
園
啓
日
「
(
中
略
)
文
廟
位
版
之
強
、
歴
代
封
贈
、
其
競
名
各
異
。
其
所
謂
大
成
至
聖
文
宣
王
、
則
乃
是
宋
朝
之
制
、
市
至
我
皇
朝
亦
因
不
改
。
我
園
柁
典
、
悉
遵
洪
武
頒
制
、
故
『
五
種
儀
』
亦
以
此
潟
定
実
。
至
嘉
靖
九
年
、
天
朝
改
正
紀
典
、
(
中
略
)
我
図
儀
章
制
式
、
悉
遵
天
朝
。
今
者
天
朝
既
己
改
正
、
而
所
改
之
競
亦
遜
於
奮
。
依
此
改
題
、
以
遵
時
制
、
似
矯
{
且
賞
。
且
顔
子
・
曾
子
子
息
、
倶
享
於
正
殿
、
而
顔
無
縁
・
曾
駄
・
孔
鯉
・
従
紀
於
雨
廃
。
子
在
父
上
亦
似
未
安
。
故
天
朝
別
設
啓
聖
洞
、
以
叔
梁
紘
魚
首
、
以
顔
無
縁
・
曾
穀
・
孔
鯉
・
孟
孫
氏
配
享
、
程
璃
目
朱
松
・
察
元
定
従
把
。
是
乃
推
其
所
従
出
之
義
、
而
父
子
等
級
、
理
勢
亦
妥
。
此
皆
我
図
之
所
未
講
定
者
也
。
今
則
聖
廟
亦
草
草
権
設
。
後
日
重
建
大
拳
及
雨
腐
之
時
、
別
設
啓
聖
綱
、
恐
或
無
妨
。
至
於
蘇
喧
・
王
守
仁
陳
献
章
胡
屠
仁
四
賢
、
乃
天
朝
儒
臣
。
天
朝
難
因
一
時
之
議
従
犯
聖
廟
、
而
其
皐
問
事
業
之
浅
深
、
外
周
有
未
及
詳
知
、
而
其
中
亦
不
無
醇
正
之
可
議
、
則
恐
難
軽
議
也
。
事
係
重
大
、
並
議
大
臣
定
奪
何
如
。
」
侍
日
「
允
。
」
f
 
l
千木志雄
朝
鮮
は
宋
制
を
受
け
継
い
だ
明
朝
の
制
度
に
則
り
「
大
成
至
童
文
醐
宣
王
」
と
し
、
記
典
に
つ
い
て
は
洪
武
帝
か
刊
の
頒
制
に
則
っ
て
『
図
と
朝
五
種
義
』
を
編
纂
し
、
取
り
行
っ
て
き
た
。
天
朝
の
儀
礼
制
度
に
草側
従
っ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
嘉
靖
九
年
に
天
朝
が
制
度
を
改
め
た
剖
以
上
朝
鮮
も
改
め
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
啓
聖
洞
の
設
置
に
関
し
て
ー
は
、
聖
人
の
父
親
を
子
に
従
記
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
妥
当
だ
が
、
我
が
国
で
は
未
だ
議
論
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
今
、
文
勝
は
倭
乱
の
影
響
で
灰
燐
に
帰
し
た
後
に
草
卒
に
再
建
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
た
め
、
後
日
大
学
と
両
膝
を
重
建
し
た
際
に
設
け
る
こ
と
を
、
礼
曹
は
提
案
し
た
。
ま
た
、
醇
遺
・
王
守
仁
・
陳
献
章
胡
居
仁
の
従
杷
に
関
し
て
は
、
彼
ら
の
学
問
が
朝
鮮
で
は
詳
し
く
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
中
に
は
『
醇
正
』
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
議
論
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
軽
々
し
く
議
論
す
べ
き
で
な
く
、
大
臣
に
よ
っ
て
も
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
こ
れ
を
受
け
て
の
議
政
府
右
賛
成
沈
喜
需
の
意
見
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
『
宣
祖
実
録
』
五
月
戊
成
係
。
議
政
府
右
賛
成
沈
喜
蕎
上
鶴
田
「
(
中
略
)
定
以
歪
聖
先
師
、
世
宗
皇
帝
親
製
孔
子
杷
典
、
設
以
一
不
之
。
自
後
七
十
徐
年
、
絶
無
異
同
之
説
。
未
知
其
時
不
以
此
意
頒
布
外
園
否
。
其
時
雌
未
及
頒
布
、
而
今
既
知
之
、
則
寓
図
同
文
、
百
川
朝
宗
、
非
一
邦
所
得
以
自
異
。
仮
令
新
不
如
靖
国
、
猶
且
勉
従
無
違
。
況
改
紀
之
得
其
正
乎
。
其
始
也
、
低
遵
洪
武
頒
式
、
則
今
可
従
違
嘉
靖
之
改
紀
、
高
暦
之
畜
舎
乎
。
啓
聖
廟
之
設
、
難
非
古
制
、
而
求
之
林
道
、
不
逮
人
情
、
後
賢
起
義
、
可
以
通
行
商
世
。
我
困
難
因
時
屈
未
逗
速
血
中
、
而
其
二
ニ
七
巻
、
宣
祖
三
十
四
年
(
万
暦
二
十
九
年
)
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回
答
之
僻
、
量
宜
有
濯
疑
之
色
也
。
胡
・
陳
・
王
・
醇
、
倶
是
近
世
大
儒
、
擦
其
行
蹟
、
窺
其
述
作
、
亦
見
践
履
之
篤
賞
、
造
詣
之
高
明
、
天
下
之
公
議
至
殿
、
一
時
之
士
論
甚
衆
、
許
従
記
、
必
非
偶
然
計
也
。
其
在
外
図
議
測
、
安
敢
軽
議
其
事
業
之
浅
深
、
皐
問
之
醇
庇
、
而
有
所
前
却
乎
。
大
抵
中
朝
之
於
文
廟
従
杷
陸
馴
不
常
、
困
難
適
従
。
而
論
議
既
定
之
後
、
則
不
可
不
倣
而
行
之
。
量
有
中
朝
之
所
不
享
而
外
園
仰
享
之
理
、
亦
量
有
中
朝
所
濁
享
而
外
圏
不
享
之
理
也
。
(
中
略
)
臣
之
愚
計
、
今
姑
答
之
以
承
文
院
己
製
之
香
、
而
徐
税
事
勢
、
男
谷
雄
部
、
探
聴
天
朝
文
廟
見
行
之
儀
見
稽
之
焼
、
及
膿
出
者
幾
賢
臆
陸
者
幾
資
、
細
査
詳
諮
而
来
、
一
健
伴
擬
施
行
、
斯
文
幸
甚
、
典
章
幸
甚
。
(
中
略
)
」
答
日
「
省
街
。
良
用
嘉
罵
。
但
此
事
、
難
於
奉
行
耳
。
陣
旧
陪
陣
ト
陸
円
』
応
慎
陥
H
以
降
困
監
、
n-
制
皇
、
…
、
謀
、
歴
n
惨
い
陪
鹿
鳴
来
、
」
臨
曜
、
開
巻
瞭
然
突
け
二
後
略
)
」
(
線
は
筆
者
)
嘉
靖
帝
が
変
更
し
た
紀
典
を
外
国
に
頒
布
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
孔
子
の
称
号
に
つ
い
て
は
、
天
朝
が
変
え
た
以
上
、
朝
鮮
も
変
え
た
方
が
良
く
、
啓
聖
洞
は
古
制
で
は
な
い
が
人
情
に
合
い
、
行
う
べ
き
で
あ
る
。
従
杷
に
関
し
て
は
、
中
国
の
従
犯
陸
瓢
は
変
化
が
激
し
く
従
う
の
は
難
し
い
が
、
議
論
が
定
ま
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
は
、
従
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
承
政
院
が
既
に
作
成
し
た
苔
を
以
っ
て
答
え
、
事
の
推
移
を
見
て
礼
部
に
苔
文
を
送
り
、
明
朝
の
現
在
の
文
廟
の
儀
礼
や
孔
子
の
称
号
、
だ
れ
を
把
る
べ
き
か
を
詳
細
に
調
べ
て
か
ら
そ
れ
に
従
っ
て
施
行
す
る
こ
と
を
、
沈
喜
蕎
は
提
案
し
た
。
対
す
る
宣
祖
の
回
答
は
、
礼
部
に
苔
文
を
送
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
因
子
監
撰
の
と
あ
る
本
に
従
紀
制
度
に
つ
い
て
詳
細
に
書
い
て
あ
り
、
こ
の
本
が
入
手
で
き
れ
ば
、
調
査
を
待
た
な
く
と
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
と
述
べ
る
。
「
新
倒
附
耐
耐
刻
、
不
待
査
鐙
、
開
巻
瞭
然
失
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
度
は
目
を
通
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
は
手
元
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宣
祖
の
回
答
に
対
し
、
沈
喜
害
時
は
翌
日
以
下
の
よ
う
に
上
街
し
た
。
『
宣
祖
実
録
』
五
月
己
亥
線
。
右
賛
成
沈
喜
蕎
上
街
。
略
目
「
(
中
略
)
聖
敬
所
稀
冊
子
、
恐
是
『
大
皐
士
山
』
、
蓋
雄
部
尚
書
殿
崇
等
所
潟
也
。
若
令
今
行
誇
官
購
得
而
来
、
則
非
但
使
於
考
閥
、
亦
可
因
此
麓
正
。
請
下
該
曹
議
慮
幸
甚
。
」
答
日
「
省
街
。
其
悉
啓
意
。
其
冊
果
是
『
大
且
一
志
』
、
省
令
今
行
次
謬
官
購
来
。
(
後
略
)
」
一
三
七
巻
、
宣
祖
三
十
四
年
(
万
暦
二
十
九
年
)
宣
祖
の
-
一
吉
田
う
因
子
監
撰
の
本
が
「
大
学
志
』
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
。
沈
喜
穿
の
こ
の
衝
は
、
彼
の
文
集
『
一
松
お集喜
り』
、巻
そ五
れに
よ詣
る令
と赴
、京
f丁
次
購
得
大
津A
ナ
志
と
し
て
収
録
さ
れ
て
(
前
略
)
聖
教
所
稿
冊
子
、
恐
是
『
大
挙
士
山
』
、
九
千
従
杷
儀
制
升
期
制
度
論
議
、
成
率
此
書
。
蓋
鵡
部
奥
園
子
監
曾
同
纂
集
者
也
。
平
時
頗
行
本
圏
、
乱
後
絶
不
得
見
。
若
令
今
行
鮮
事
隷
官
購
得
而
束
、
則
非
但
便
於
考
閲
、
亦
可
因
此
詳
定
文
廟
之
議
。
請
下
該
曹
議
慮
。
」
答
日
「
省
街
。
具
悉
啓
意
。
其
冊
名
果
是
『
大
向
学
志
』
、
省
令
今
行
次
誇
官
購
来
。
(
後
略
)
」
と
、
『
大
学
士
山
』
が
倭
乱
後
朝
鮮
国
内
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
今
回
朝
貢
す
る
訳
官
に
購
入
さ
せ
る
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
宣
祖
や
沈
喜
蕎
が
述
べ
る
本
の
内
容
か
ら
伺
う
に
、
約
『
大
学
志
』
は
『
皇
明
太
学
志
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
休
彼
ら
が
特
に
参
考
に
し
た
か
っ
た
の
は
、
文
廟
祭
杷
の
議
論
を
ま
と
志
め
た
、
巻
九
、
議
論
上
、
正
廟
杷
の
部
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
川宇味
沈
喜
需
の
提
案
に
対
し
、
宣
祖
は
購
入
の
許
可
を
与
え
た
。
今
回
の
皇
朝
貢
と
は
万
暦
帝
の
誕
生
日
を
祝
う
聖
節
使
の
こ
と
で
、
正
使
に
は
A
幻】
と
越
挺
、
書
状
宮
に
は
陸
長
欽
が
任
じ
ら
れ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
使
鵬
節
の
訳
官
が
誰
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
室
明
太
学
童
を
購
入
し
拍
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ー
と
こ
ろ
で
こ
の
際
に
購
入
し
た
『
皇
明
太
学
志
』
は
、
第
一
章
で
詳
述
し
た
査
章
閣
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
一
章
二
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
套
章
閤
本
に
は
「
弘
文
館
」
、
「
摘
文
院
」
、
「
帝
室
園
書
之
章
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
「
帝
室
園
書
之
章
」
に
関
し
て
は
、
大
韓
帝
国
時
代
に
宮
内
府
杢
章
閤
図
書
課
が
押
し
た
と
考
え
ら
れ
封
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
弘
文
館
と
摘
文
院
の
ど
ち
ら
に
先
に
所
蔵
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
光
武
九
年
(
一
九
O
五
年
)
に
製
作
さ
れ
た
『
套
章
閤
書
目
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
摘
文
院
書
鴎
』
を
見
る
と
、
『
皐
明
太
学
志
』
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
套
章
閣
本
は
ま
ず
弘
文
館
に
収
め
ら
れ
、
其
の
後
摘
文
院
に
収
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
套
章
閣
を
拡
張
さ
せ
た
王
で
あ
る
正
祖
は
、
東
宮
時
代
に
貞
殴
堂
を
設
け
て
経
籍
を
集
め
た
が
、
そ
の
際
弘
文
館
《お
v
の
本
を
貞
勝
堂
に
移
さ
せ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
訳
官
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
『
皇
明
太
学
志
』
は
弘
文
館
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
後
貞
蹟
堂
に
移
さ
れ
、
套
章
閣
の
拡
張
に
際
し
て
套
章
閑
閑
臣
豹
直
の
場
で
《
幻
》
あ
る
摘
文
院
に
移
さ
れ
、
最
終
的
に
現
在
の
ソ
ウ
ル
大
学
套
章
閣
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
ま
ず
、
套
章
閣
に
所
蔵
さ
れ
る
『
皇
明
太
学
志
』
の
年
代
を
比
定
し
た
。
内
容
を
考
証
し
た
結
果
、
套
章
閤
本
は
嘉
靖
=
一
十
九
年
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
刊
本
で
あ
り
、
現
存
す
る
中
増
刊
本
で
あ
る
が
、
同
じ
刊
本
か
は
不
明
で
あ
る
。
註
9
前
掲
「
図
立
中
央
国
書
館
善
本
番
目
増
訂
本
(
一
)
』
捌
頁
お
よ
ぴ
『
園
家
図
書
館
善
本
書
志
初
稿
史
部
二
』
m
l
m頁
参
照
。
今
回
は
便
宜
上
同
じ
刊
本
と
し
て
分
類
し
た
。
(
U
)
王
重
民
撰
『
中
国
替
本
書
提
要
』
(
上
海
士
口
籍
出
版
社
、
上
海
、
一
九
八
三
年
)
、
問
頁
。
な
お
王
氏
は
、
郭
撃
の
序
に
出
て
く
る
「
王
司
業
」
が
誰
か
を
考
証
し
て
お
り
、
職
官
題
名
の
司
業
の
僚
に
あ
る
王
材
が
「
王
司
梁
」
で
あ
る
と
比
定
し
て
い
る
。
修
志
職
名
を
見
れ
ば
「
主
司
業
」
が
誰
か
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
王
氏
が
わ
ざ
わ
さ
こ
の
よ
う
な
考
証
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
察
し
て
、
王
氏
が
閲
覧
し
た
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
本
に
は
、
修
志
職
名
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
ロ
)
註
6
渡
前
掲
論
文
、
m
l
m頁。
(
碍
)
註
6
波
前
掲
論
文
、
mm
頁。
(M)
な
お
註
9
前
掲
『
図
家
困
書
館
善
本
書
志
初
稿
史
部
二
』
で
は
、
【
D
]
刊
本
の
欠
葉
部
分
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
五
冊
本
の
巻
十
一
の
欠
葉
部
分
が
、
太
学
文
献
大
成
本
の
巻
十
一
の
欠
葉
部
分
と
多
く
重
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
(
日
)
請
求
記
号
は
、
套
中
白
勾
己
ぺ
(
時
)
註
6
渡
前
掲
論
文
鈎
頁
に
て
「
窒
章
閣
図
書
」
印
が
付
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
そ
の
よ
う
な
印
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
表
紙
に
「
釜
章
閑
図
書
」
と
い
う
蔵
書
票
は
付
さ
れ
て
い
る
。
(
口
)
『
明
実
録
』
嘉
靖
三
十
九
年
三
月
己
丑
棟
、
辛
亥
候
。
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及
び
四
十
一
年
正
月
(
四
)
『
明
実
録
』
嘉
靖
三
十
九
年
五
月
丙
寅
朔
候
、
月
乙
丑
候
。
(
日
)
「
明
実
録
』
嘉
靖
三
十
六
年
六
月
乙
己
保
、
及
び
三
十
七
年
六
月
丙
申
係
。
(
初
)
「
明
実
録
』
嘉
靖
三
十
六
年
四
月
丙
申
僚
、
及
び
四
十
年
四
月
甲
午
保
。
(
幻
)
『
(
難
正
)
広
西
通
志
』
巻
五
十
五
、
秩
官
。
(
辺
)
『
明
実
録
」
嘉
靖
三
十
九
年
年
八
月
丁
己
保
。
い
つ
就
任
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
『
国
朝
列
卿
紀
』
巻
一
五
、
館
事
府
鑑
府
年
表
に
よ
る
と
、
嘉
靖
三
四
年
に
吏
部
右
侍
郎
兼
翰
林
院
侍
講
学
士
掌
鐙
府
事
に
な
っ
て
い
る
。
(
お
)
『
明
実
録
』
嘉
靖
三
十
五
年
九
月
丁
丑
保
、
及
び
四
十
二
年
四
月
乙
亥
候
。
(
剖
)
『
明
実
録
』
嘉
靖
三
十
六
年
三
月
丙
寅
係
、
及
び
三
十
八
年
三
月
壬
午
係
。
(
お
)
嘉
靖
帝
の
札
制
改
革
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
小
島
毅
「
嘉
靖
の
礼
制
改
革
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
七
、
一
九
九
二
年
)
参
照
。
中
純
夫
「
王
守
仁
の
文
腐
従
紐
を
め
ぐ
っ
て
|
中
国
と
朝
鮮
に
お
け
る
異
学
観
の
比
較
l
」
(
『
明
消
は
い
か
な
る
時
代
で
あ
っ
た
か
|
思
想
史
論
集
|
』
、
汲
古
書
院
、
二
O
O
六
年
)
m
l
m頁
で
は
、
主
守
仁
の
文
廟
従
杷
問
題
を
中
心
に
、
高
世
徳
の
主
張
と
そ
れ
を
受
け
て
の
朝
鮮
側
の
議
論
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
触
れ
る
沈
喜
欝
の
意
見
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
(
お
)
『
宣
祖
実
録
』
宣
祖
三
十
一
年
(
万
暦
二
十
六
年
)
五
月
発
巳
候
。
及
び
四
十
一
年
八
(
幻
)
『
宣
祖
実
録
』
宣
祖
三
十
四
年
(
万
暦
二
十
九
年
)
一
月
辛
丑
傑
の
脊
文
か
ら
推
測
す
る
に
、
幕
下
の
人
物
に
詳
細
を
調
査
さ
せ
て
い
た
た
め
に
、
脊
文
送
付
ま
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
お
)
王
守
仁
の
従
犯
問
題
に
関
す
る
明
、
朝
鮮
で
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
お
中
論
文
参
照
。
(
却
)
『
宣
祖
実
録
』
宣
祖
三
十
七
年
八
月
壬
辰
僚
、
及
び
十
月
発
亥
係
。
楊
鏑
の
罷
免
と
こ
の
頃
の
朝
明
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
鈴
木
開
「
丁
応
泰
の
変
と
朝
鮮
丁
酉
倭
乱
期
に
お
け
る
朝
明
関
係
の
一
局
面
」
(
「
朝
鮮
学
報
』
一
一
一
九
、
一
一
O
二
年
)
参
照
。
(ω)
『
宣
祖
実
録
』
宣
祖
三
十
四
年
(
万
暦
二
十
九
年
)
一
月
丁
未
線
。
な
お
、
孔
干
の
称
号
が
変
更
さ
れ
た
際
、
明
に
従
っ
て
改
め
る
案
も
あ
っ
た
が
、
李
混
の
反
対
に
よ
り
大
勢
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
李
昨
光
『
芝
峯
類
説
』
巻
十
九
、
学
校
参
照
。
(
担
)
た
だ
し
、
太
宗
九
年
七
月
に
礼
曹
が
文
宣
王
と
四
聖
十
哲
の
位
版
を
『
洪
武
札
制
」
の
社
破
壊
制
に
な
ら
っ
て
製
造
し
て
い
る
が
、
釈
村
奨
…
偽
の
制
度
整
備
に
関
し
て
は
明
に
「
滞
国
儀
式
」
の
頒
賜
を
願
っ
か
た
と
こ
ろ
、
永
楽
帝
は
祭
儀
に
つ
い
て
は
本
俗
に
従
っ
て
制
定
す
る
剖
こ
と
を
許
可
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
記
典
の
全
て
が
、
『
洪
武
札
制
』
鮮
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
桑
原
栄
治
「
朝
鮮
初
期
の
文
矧
廟
祭
と
郷
村
社
会
」
(
『
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
五
・
I
一
六
、
二
0
0
0年
)
参
照
。
艇
(
沼
)
「
韓
国
文
集
叢
刊
』
五
七
巻
(
民
族
文
化
推
進
曾
、
ソ
ウ
ル
、
朝
一
九
九
O
年
)
に
収
録
。
(
お
)
『
宣
祖
実
録
』
宣
祖
=
一
十
四
年
五
月
辛
丑
係
、
「
上
存
聖
節
表
。
使
越
挺
、
書
状
官
陸
長
欽
。
」
拝
表
と
は
、
朝
鮮
国
王
が
明
に
派
遣
す
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る
使
節
に
表
文
を
預
け
、
勤
政
門
ま
で
見
送
る
儀
礼
で
あ
る
。
桑
原
栄
治
「
朝
鮮
中
宗
二
0
年
代
の
対
明
外
交
交
o
l
『
嘉
靖
会
典
』
編
纂
の
情
報
収
集
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
六
七
(
二
二
、
二
O
O
八
年
)
∞
∞
頁
参
照
。
北
京
で
の
朝
貢
に
関
し
て
は
「
明
実
録
』
万
暦
二
十
九
年
八
月
発
酉
僚
に
見
え
る
。
な
お
、
楊
感
龍
の
乱
平
定
を
祝
賀
す
る
進
賀
使
が
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
(
『
宣
祖
実
録
』
巻
二
ニ
六
、
宣
祖
三
十
四
年
四
月
乙
未
候
、
「
午
時
、
上
拝
進
賀
表
。
賀
討
平
楊
懸
龍
。
使
鄭
光
綾
、
書
状
李
安
柄
。
」
)
書
状
官
の
李
安
納
の
燕
行
録
『
朝
天
録
』
で
も
、
四
月
二
十
八
日
乙
未
に
京
城
を
発
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
た
め
、
こ
こ
で
話
に
上
っ
て
い
る
朝
貢
使
節
は
進
賀
使
で
は
な
く
、
聖
節
使
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
(
担
)
宮
内
府
套
章
閣
図
皆
様
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
帝
室
図
書
目
録
』
(
一
九
O
九
年
、
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
蔵
)
m頁
に
、
書
名
が
確
認
で
き
る
。
(
お
)
套
章
閣
蔵
。
請
求
記
号
は
套
ロ
g
討
戸
。
朝
鮮
王
朝
時
代
の
書
回
全
般
に
つ
い
て
は
、
張
伯
体
「
前
言
」
(
同
著
者
編
『
朝
鮮
時
代
替
目
叢
刊
」
巻
て
中
華
書
局
、
北
京
、
ご
O
O
四
年
)
参
照
。
『
査
草
間
番
目
』
は
『
摘
文
院
書
目
』
、
『
閲
古
観
番
目
」
、
「
西
庫
番
目
』
の
三
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
(
お
)
『
正
祖
実
録
」
正
祖
五
年
六
月
庚
子
保
。
(
幻
)
通
常
の
場
合
、
中
国
の
書
籍
は
套
章
閣
の
閲
古
観
と
閲
古
観
に
増
設
さ
れ
た
皆
有
簡
に
、
朝
鮮
の
書
籍
は
室
章
閣
の
西
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
。
(
『
套
章
閣
志
』
巻
て
建
置
、
内
閣
参
照
。
)
こ
の
『
皇
明
太
学
志
』
は
、
閲
古
観
や
皆
有
簡
で
は
な
く
、
摘
文
院
に
あ
っ
た
よ
う
148 
で
あ
る
。
(
犯
)
『
粛
宗
実
録
」
粛
宗
二
十
七
年
四
月
庚
辰
候
。
(
鈎
)
桑
野
栄
治
「
朝
鮮
後
期
に
お
け
る
国
家
祭
杷
儀
礼
の
変
動
|
壬
辰
倭
乱
直
後
の
朝
鮮
と
明
」
(
『
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
因
際
文
化
学
科
編
』
却
、
二
O
O六
年
)
参
照
。
な
お
、
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
石
墨
と
李
如
松
を
把
る
武
烈
洞
は
、
朝
鮮
側
の
自
発
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(ω)
例
え
ば
、
明
で
陸
九
淵
、
王
守
仁
の
従
把
が
決
定
さ
れ
、
朝
鮮
で
も
議
論
に
な
っ
た
際
、
朝
鮮
で
は
文
廟
従
記
者
に
関
す
る
明
の
判
断
は
、
絶
対
祝
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
明
の
改
正
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
型
ど
お
り
の
事
大
慕
華
の
態
度
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
陸
王
学
に
批
判
的
な
人
物
で
さ
え
制
度
の
変
更
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
、
先
ず
は
述
べ
て
い
た
。
前
掲
註
お
中
論
文
m
m頁
参
照
。
当
時
の
朝
鮮
の
明
へ
の
事
大
慕
華
と
主
体
性
の
問
題
と
し
て
、
検
討
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
か
と
考
、
え
司
令
。
(
4
)
註
お
小
島
前
掲
論
文
、
仰
頁
参
照
。
(
M
M
)
な
お
、
李
混
、
申
欽
は
改
正
に
反
対
、
越
憲
、
李
廷
亀
は
改
正
を
主
張
し
て
い
た
。
前
掲
註
お
中
論
文
明
山
頁
参
照
。
[
付
記
]
本
研
究
は
、
平
成
二
十
三
年
度
京
都
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画
に
よ
る
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
大
学
蛮
章
閣
で
の
調
査
に
あ
た
り
、
ソ
ウ
ル
大
学
套
章
閣
の
判
官
忍
一
互
氏
お
よ
び
ソ
ウ
ル
大
学
日
本
研
究
所
李
京
粉
教
授
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
。
